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測定手法について 

a) 無人ヘリ b) 歩行サーベイ 

無人ヘリコプター 
ヤマハ発動機社製 FAZER 

無人ヘリ搭載放射線検出器 
LaBr3シンチレータ検出器 
 ・検出器サイズ：1.5”Φ×1.5”×3本 
 ・1秒毎に測定 

地上測定放射線検出器 
CsIシンチレータ検出器 
・KURAMA-II  
・検出器サイズ：13 x 13 x 20 mm 
・歩きながら1秒毎に測定 
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★50mメッシュでマップ作成 ★10mメッシュでマップ作成 

















(1,200) 

(1,000) 

(800) 

(600) 

(400) 

(200) 

0  

200  

400  

600  

800  

1,000  

1,200  

0 0.4 0.8 1.2 1.6 2 2.4 2.8 3.2 3.6 4 4.4 4.8 

エ
リ
ア
数

 

空間線量率 (mSv/h) 

2020年度 
25% 1.00 
50% 1.34 
75% 2.17 
平均1.73 

2021年度 
25% 0.84 
50% 1.08 
75% 1.40 
平均1.30 
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空間線量率 (mSv/h) 

2020年度 
25% 0.56 
50% 0.87 
75% 1.57 
平均1.22 

2021年度 
25% 0.49 
50% 0.72 
75% 1.12 
平均0.98 

各サーベイのエリア数比較 

無人ヘリサーベイ 歩行サーベイ 

歩行サーベイは無人ヘリに比べて歩道上（舗装上）の測定が多い 
舗装上の放射性セシウムは雨水などで洗い流されるため、周辺に比べて線量が低くなることが知られている 
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